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夏
休
み
親
子
教
室
を
開
催

①
親
子
は
に
わ
作
り
教
室

　

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
「
は
に

わ
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
26
日
㈯　

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

講
師　

関
本　

悦
子　

先
生

定
員　

親
子
15
組
（
小
学
４
年
生

　

以
上
は
単
独
で
の
参
加
も
可
）

用
意　

使
い
古
し
の
タ
オ
ル
、
エ

　

プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
必
要
な

　

人
は
昼
食
用
弁
当
、
飲
み
物

※
完
成
品
の
お
渡
し
は
、
８
月
29

日
㈮
午
後
１
時
以
降
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
を
予
定
。

②
親
子
わ
ら
細
工
教
室

　

稲
わ
ら
を
使
っ
て
、
健
康
と
長

寿
の
象
徴
と
言
わ
れ
る
亀
の
民
芸

品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
３
日
㈰　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時　
　
　

講
師　

篠
原　

明
典　

先
生

定
員　

親
子
10
組　

用
意　

は
さ
み
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

《
①
②
共
通
》

会
場　

児
玉
隣
保
館

費
用　

５
０
０
円

申
込　

７
月
９
日
㈬
か
ら
電
話
で

　

左
記
へ
（
①
は
16
日
㈬
ま
で
受

　

付
）

★
児
玉
隣
保
館
☎
72
１
６
３
５

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
の

お
知
ら
せ

　

学
校
、
病
院
、
工
場
、
事
業
所
、

店
舗
そ
の
他
多
く
の
人
が
出
入
り

ま
た
は
居
住
す
る
建
物
に
は
、
消

防
法
で
定
め
る
資
格
を
持
つ
防
火

管
理
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

８
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬　

　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
50

　

分
会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー

　

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ

　

ン
タ
ー

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
、０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
期
間　

７
月
14
日
㈪
〜
18
日

　

㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

　

分
申
込　

申
込
書
に
証
明
写
真
（
2.5

　
㎝
×
２
㎝
）
を
貼
付
し
、
直
接

　

消
防
本
部
へ

※
申
込
書
は
、
消
防
本
部
お
よ
び

各
消
防
署
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kodam

akouiki.jp

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　

課
☎
72
４
６
５
４

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
発
売

  
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞

金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

３
億
円
。
２
等
も
１
億
円
。

発
売
期
間　

７
月
14
日
㈪
〜
８
月

　

１
日
㈮

※
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
㈶
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協
会
☎

　

０
４
８
―
８
２
２
―
５
０
０
４

「
知
的
財
産
セ
ミ
ナ
ー
＆
相
談

会
」を
開
催

　

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
向
け
に
、

ア
イ
デ
ア
を
特
許
に
す
る
ヒ
ン
ト

や
権
利
侵
害
へ
の
対
応
事
例
な
ど

を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
24
日
㈭　

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

本
庄
商
工
会
議
所
２
階
会

　

議
室

内
容　
「
特
許
と
は
」、「
商
標
と

　

は
」
と
い
っ
た
知
的
財
産
の
入

　

門
と
個
別
相
談

参
加
費　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
㉒
５
２
４

　

１
、
㈶
埼
玉
県
中
小
企
業
振
興

　

公
社
☎
０
４
８
―
６
４
７
―
４

　

２
４
５

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
始
ま

り
ま
す
！

期
間　

７
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭

本
庄
市
重
点
目
標

○
改
正
道
交
法
の
周
知
徹
底
と
交

　

差
点
の
事
故
防
止

埼
玉
県
統
一
目
標

○
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
・
バ
イ
ク
の
安
全
利
用

　

の
促
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
と
安
全
な

　

車
間
距
離
の
保
持

※
交
通
安
全
を
心
が
け
、
楽
し
い

夏
休
み
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉕
１
１
１
８
、

　

総
合
支
所
総
務
課
☎
72
１
３
３

　

１
（
内
線
２
１
５
）

介
護
保
険
利
用
者
負
担
金
助
成
制

度
受
給
資
格
の
認
定
申
請
に
つ
い

て
　

市
で
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
が
介
護
保
険
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
に
、
利

用
者
負
担
金
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
助
成
内
容

　

助
成
の
対
象
と
な
る
の
は
、
介

護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
次
の
要

件
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。（
生
活

保
護
受
給
者
は
除
く
）

①
平
成
20
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

　

全
員
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金

　

を
受
給
し
て
い
る
人
…
利
用
者

　

負
担
金
の
２
分
の
１
を
助
成

②
平
成
20
年
度
の
市
民
税
が
世
帯

　

全
員
非
課
税
の
人
…
利
用
者
負

　

担
金
の
４
分
の
１
を
助
成

【
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
】

・
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
サ
ー
ビ
ス

・
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護（
有

　

料
老
人
ホ
ー
ム
等
）
サ
ー
ビ
ス

・
別
の
減
額
制
度
等
に
よ
り
、
利

　

用
者
負
担
金
が
減
額
さ
れ
て
い

　

る
サ
ー
ビ
ス

◆
助
成
を
受
け
る
に
は

　

事
前
に
受
給
資
格
の
認
定
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ
た

場
合
は
、
申
請
月
か
ら
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
有
効
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

※
平
成
19
年
度
に
助
成
を
受
け
て

い
た
人
は
、
受
給
資
格
の
有
効
期

間
が
本
年
６
月
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　

印
鑑
と
対
象
者
名
義
の
預
金
通

帳
を
持
参
し
、
左
記
の
窓
口
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
７
１

　

９
、
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
☎

　

72
１
３
３
１
（
内
線
３
１
３
）

夏
休
み
親
子
の
料
理
教
室
を
開
催

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
学
生

の
親
子
を
対
象
に
料
理
教
室
を
実

施
し
ま
す
。
手
作
り
な
ら
で
は
の

楽
し
さ
や
お
い
し
さ
を
親
子
で
体

験
し
、
食
の
大
切
さ
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
18
日
㈪　

午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

会
場　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

12
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

　

ン
ダ
ナ
等
）、
手
ふ
き
、
筆
記

　

用
具
、
上
履
き

申
込　

７
月
10
日
㈭
か
ら
電
話
ま

　

た
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

　

０
０
３

小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
（
第
５
回
変
更
）の
縦
覧

に
つ
い
て

　

小
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
期
間
の
延
長
等
に
伴
う
事
業

計
画
（
第
５
回
変
更
）
の
縦
覧
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

７
月
４
日
㈮
〜
17
日

　

㈭
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
市
役

　

所
２
階
）

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
４
４

川
の
探
検
隊
〜
第
３
回　

生
き
も

の
と
水
質
を
調
べ
て
み
よ
う
〜
を

開
催

日
時　

８
月
２
日
㈯　

午
前
９
時
〜

　

正
午
（
予
備
日　

８
月
５
日
㈫
）

会
場　

小
山
川（
湯
か
っ
こ
付
近
）

内
容　

水
質
調
査
・
生
物
調
査
、

　

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー
見
学

対
象　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生

　

ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定
員　

親
子
25
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

７
月
15
日
㈫
ま
で
に
氏
名･

　

住
所
・
電
話
番
号
・
学
校
・
学

　

年
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク

　

ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
本
庄

　

県
土
整
備
事
務
所
へ

○
電
子
メ
ー
ル

　

u2131417@
pref.saitam

a.lg.jp

★
埼
玉
県
本
庄
県
土
整
備
事
務
所

　

☎
㉑
３
１
４
３
・
蕭
㉕
１
４
７

　

０
、
市
環
境
推
進
課
☎
㉕
１
１

　

７
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

７日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪・８月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

７日㈪・14日㈪・22日㈫・28日㈪・８月４日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
５日㈯～８日㈫、11日㈮～14日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合か
らの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：７月３1日㈭］
・固定資産税　２期　　・国民健康保険税　１期
・介護保険料　１期　　・後期高齢者医療保険料　１期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　７月28日㈪  　　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係
　　　　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

お菓子のまち　本庄

  ある人から「本庄市はお
菓子屋が多い」と言われま
した。なるほど調べてみる
と、和菓子、洋菓子を問わ
ずお店の数では、人口当た
りの多さで県北の他市を抜
いています。
　和菓子屋さんは実にさま
ざまです。本庄・児玉とも町の歴史が長いからでしょう。茶道
に用いる季節感あふれた芸術品のようなお菓子や、進物用の高
級羊

ようかん

羹などを扱うお店から、郷土の偉人や風土にちなんだせん
べい、最

もな か

中、昔ながらの団子や練り切り、また、和洋折衷の創
作和菓子、さらには酒まんや焼きまんじゅうなどの郷土菓子の
お店まで、それぞれの特色を出しています。
　洋菓子店さんも負けていません。全国の高級ホテルから支持
されコンビニ業界などにも展開している焼き菓子の会社から、
地元を中心に支店も構えて展開している創作洋菓子のお店、そ
して小さくてもシュークリームやプリン、ロールケーキなどの
特色で地域に愛されている個人経営のおしゃれなお店まで、こ
れまたバラエティに富んでいます。同一の店舗内で和・洋菓子
それぞれを扱うお店もあります。
　最近では、全国的に有名なアイスキャンディー会社が本庄に
進出することが決定し、話題になりました。今後工場の建設が
進む予定です。
　こうした中、市内４つの和菓子屋さんが、どら焼の中に本庄
特産の「きゅうり」が入った創作和菓子、その名も「どらＱ」
を作りあげました。新聞やテレビなどで反響を呼んでいます。
そもそも生で食べることの多いきゅうりが、まさかどら焼に使
われるなど、だれも思わぬところです。この意外な組み合わせ
は、その意外な味わいとともに話題性を呼ぶことでしょう。ビ
ジネス客や観光客のお土産として今後かなりうけるのでは、と
私も期待しております。

　　　　　　　　　　　　　　本庄市長

新たな本庄名物に!?「どらQ」


	P14_15

